
- 21 -

ラオス人民民主共和国国立農林業研究所とMOUを締結

今川 俊明地球環境部長

農業環境技術研究所とラオス国立農林業研究

所は、 年 月 日に、学術研究協力を進2004 8 16
（ ） 。めるための 協定覚書 を締結しましたMOU

本 は、地球環境部生態システム研究グMOU
ループの井上吉雄研究リーダーがテーマリーダ

ーを務める環境省地球環境総合推進費プロジェ

クト「東南アジア山岳地帯における移動耕作生

態系管理法と炭素蓄積機能の改善に関する研

究」にかかわる研究推進を主体に、両機関がデ

ータの取得や解析および研究者の相互訪問など

の学術的な研究協力を行うことを目的としたも

のです。

ラオス山岳地帯では人口増加に伴う土地利用

圧が高まっており、森林、土壌など自然資源の

劣化と食糧生産の不安定化が大きな問題になっ

ています。また、この問題は単なる国内問題で

はなく、大気中の炭素の吸収源が失われていく

ということから、地球規模の温暖化問題とも深

く関わっています。

そのため、現地調査を通して、森林回復によ

る 放出の抑制と食糧生産性の向上に有効CO2

な土地利用配置や生産技術を追究するととも

に、それらを導入できる可能性について長期的

・広域的な評価を進めています。次年度には、

ラオス国立農林業研究所から社会経済学分野の

研究者を招聘して、この研究で新たに提案する

土地利用および生態系管理手法の社会経済的・

文化的な受容性や解決すべき問題点などを検討

することを計画しています。

アジア太平洋地域の外来生物データベース開発に関する

国際ワークショップを開催して

岡 三徳生物環境安全部長

16 11 16本国際ワークショップは 平成 年 月、

（ ） 、日から 日まで台湾農業研究所 台中市 で19

当研究所とアジア太平洋食糧肥料技術センター

FFTC: Food and Fertilizer Technology（台湾 （）

Center (BAPHIQ: Bureau）、台湾動植物防疫検疫局

of Animal and Plant Health Inspection and

Quarantine) ARI: Agricultural、台湾農業研究所（

）の 機関の共催で開催されまResearch Institute 4

。 、 、 、 、した ワークショップには 日本 台湾 韓国

、 、 、 、フィリピン タイ ベトナム オーストラリア

ニュージーランドの カ国の研究担当者を加え8
て、約 人が参加しました。40

15 11今回の国際ワークショップは、平成 年

月に当所と との共催によりつくば市で開FFTC
催した国際セミナー「アジア太平洋諸国におけ

る侵入生物による環境影響とデータベース構

築」の成果を踏まえ、侵入生物に対する国際的

データベースの構築と情報の共有化をさらに促

進することを目的に開催されました。

、 、その背景として 近年の物流の国際化に伴い

生物地理学的分布域を越えた生物の侵入と分布

拡大が頻繁に起こり、侵入先での経済的、生態

的影響が大きな問題となっていることがありま

す。アジア太平洋地域においても共通の問題を

抱えており、その経済的生態的被害を軽減する

ために、わが国における侵略的外来種に対する
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研究と経験をアジア太平洋地域に発信し、併せ

てこの地域における情報を得て、わが国の対策

に活かすことが重要となっていることです。

台湾農業研究所でのワークショップの初日に

は、共催機関長の挨拶、クイーンズランド大学

ノートン教授による基調講演、データベースな

どについての報告 題、各国の外来生物の状況4

などについての国別報告 題の講演が行われま7
した。当所からは、松井昆虫研究グループ長が

本ワークショップでの主要な議題となったアジ

Asian-Pacificア太平洋外来生物データベース（

）の構造と機能にAlien Species Database: APASD
ついて発表し、国別報告では、生物環境安全部

の岡部および小沼主任研究官が、それぞれ日本

に侵入した外来植物病原微生物と外来植物につ

いて成果を紹介しました。

二日目には、 の操作法の説明およびAPASD

参加者が直接キーボードに触れて操作する実演

と質疑があり、併せてノートン教授らが開発し

た生物種の同定検索用ソフト（ ）のLucid Key
紹介と実演も行われました。

その後の総合討議では、筆者が座長を務め、

データベース開発にかかわる諸問題について、

次のような内容の説明と討議がなされました。

①当所から昨年の国際セミナーにおける指摘事

項（インターネット公開、現地語対応、他のデ

ータベースとの関係など）への対応についての

報告、②今後入力すべき各国ごとの外来種の特

定と優先度を付けたリストの完成、③当所が

と同時に開発した現地語版 につAPASD APASD
いての紹介と積極的な利活用の要請。そして、

④今後の課題として、利用者からの意見や要請

に基づく の改善の重要性、データベーAPASD

スとしての独自性、既存の国際的データベース

との連携強化などの意見が出され、さらに分布

図機能の追加などシステム自体の改善に対する

要望もありました。

ワークショップ全体として、上記の内容に加

え、①講演要旨の内容を へ入力するこAPASD

との了承、②各国参加者間のネットワークの重

要性が再確認され、今後とも参加者が専用の

などを通じ、データベースおよび外mailing list
来種についての情報交換を図ることが確認され

ました。

月 日および 日の台北と台中間の移11 16 19

動を利用して、台中港での検疫風景やくん蒸施

設、カンキツ類の集荷場、輸出用ラン栽培施設

、 。など 検疫の現場を見学する機会がありました

ワークショップの参加者
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